
令和８年度 根室振興局海外悪性伝染病警戒本部幹事会　開催概要（WEB) 
 
 
日　時　令和８年（2026 年）４月２３日（木）16:00 ～ 16:40 
 

 場　所　根室振興局　３階　大会議室
　　　　※オンライン形式（Zoom  ）との併用開催
 
出席者　根室振興局、根室教育局、釧路建設管理部、農政部技術普及課（酪農試験場駐在）、 
　　　　釧路方面本部・各警察署、釧路開発建設部、北海道農政事務所　関係職員 29  名
 
１　開会挨拶　根室振興局　野村 副局長 
 　　本日は年度始めのお忙しい中、また、先日の三陸沖地震に伴い発表された「北海道・
　三陸沖後発地震注意情報」期間中での開催となりましたが、ＷＥＢでのご参加も含め、
　ご出席いただき感謝。 
　　本幹事会は、海外悪性伝染病の発生状況や、発生に備えた取組などの共有を目的に、
　毎年、春と秋の２回開催しているところ。 
　　さて、各伝染病の発生状況については、後ほど説明があるが、まず、高病原性鳥イン
　フルエンザについては、昨年 10 月から本年４月 15 日時点で、15 道府県 23 事例の発生
　が確認されており、道内では、家きんでの５事例の発生のほか、カラス等の野鳥やタヌ
　キ等の哺乳類からも高病原性ウイルスの確認が相次いでおり、依然として感染リスクが
　高い状況。 
　　また、豚熱については、北海道を除く全都府県で予防的ワクチン接種が行われている
　ものの、依然として発生しているほか、アフリカ豚熱や口蹄疫についても、アジアで発
　生が続いており、道内への外国人旅行客の増加等に伴い、侵入リスクがますます高まっ
　ている状況。 
　　これらの伝染病がひとたび発生した場合、農場経営への影響はもちろんのこと、地域
　経済にも甚大な影響を及ぼすことから、関係者が一体となり、予防対策を講じるととも

 　に、発生時には、まん延防止に向けて迅速に対応することが重要。
　　本日の幹事会を通じて、皆様と認識を共有しながら、連携して防疫体制の構築・強化

 　を図っていきたいと考えているので、本日はよろしくお願いする。　
 
２　議　題 
 （１）野鳥の高病原性鳥インフルエンザについて【資料１】 
　　　　根室振興局　環境生活課　淺井  課長より、令和７年シーズンにおける道内での

 　　　野鳥の高病原性鳥インフルエンザの確認状況と注意情報の発信について説明
　　　　【質疑応答】なし 
 
（２）家きんにおける高病原性鳥インフルエンザ対応について【資料２】 
　　　　根室家畜保健衛生所　横井  次長より、国内外での家きんにおける高病原性鳥イ

 　　　ンフルエンザの発生状況や防疫対策の取組について説明
　　　　（質疑応答）なし 
 
（３）口蹄疫、豚熱、アフリカ豚熱への対応について【資料３】 
　　　　根室家畜保健衛生所　横井  次長より、国内外での口蹄疫、豚熱、アフリカ豚熱

 　　　の発生状況や防疫対策の取組について説明
　　　　【質疑応答】なし 
 
（４）北海道根室振興局高病原性鳥インフルエンザ防疫手順について【資料４】 
　　　　根室振興局 農務課生産振興係　佐藤 係長より、根室管内での本病発生時におけ

 　　　る防疫措置に関して、職員向けの手順書について説明
　　　　【質疑応答】なし 
 
（５）その他 

 　　　　その他の意見等なし
 



 
３　閉会挨拶　根室振興局 産業振興部　加藤 地域産業担当部長 
 　　改めて、皆様におかれては、後発地震注意情報が発表されている中で、ご出席いただ

 　いていることに、感謝申し上げる。
　　今シーズン、道内で家きんにおける鳥インフルエンザの発生が続発する中で、管内で
　は大規模の養鶏事業者は居ないものの、それでも、仮に発生したとなれば、蔓延防止に
　向けて、先ほどの説明させていただいた手順書に基づき、お集まりの皆様の御協力のも
　　それぞれ、日々の業務多忙の中で恐縮ではあるが、会議後、今一度、手順書の内容を
　お目通しいただきつつ、それぞれが担う役割や発生時のスケジュール感、担当表に基づ
　く職員の割り当てなど、各所属で話し合ったり、認識共有する場面など設けていただけ

 　ればと思いますので、引き続き、どうぞ宜しくお願いします。


